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Zhinéng diàn wang

あけましておめでとうございます

　年の初めにあたって、すこし昨

年のことを振り返ってみたいと思

います。すでに１１月の学院報で

もご報告しましたように昨年は別

科夜間の入門クラスの受講者が急

増するということがありました。

受講者の総数が急増しているわけ

でないので、すぐには財政に影響

が出ませんが、７年間減少を続け

てきた夜間受講者数が増加したと

いう点では、日中学院にとって大

きな出来事です。

　中国語入門者の増加という現象

は、日本における、中国との接点の

ひろがりと中国への関心の高まり

という大きな流れを背景に生まれ

たものと考えられますが、直接的

にはメディアによる報道の影響も

大きいと思います。そうだとすれ

ば、昨年９月末の漁船の衝突事件

に始まる日中両国政府の対立は、

これからの受講者数に影響を与え

るかもしれません。しかし、今回の

事件とその報道を見ていると、日

本と中国の間で起こる様々な問題

を友好的に解決していくためには、

日中両国政府の友好関係だけでな

く、より多くの人々が中国語を学

び、より広い範囲で交流と対話を

日常的にしていくことがますます

必要になっていると感じられます。

　今年２０１１年は、日中学院の

創立６０周年にあたります。中国

の伝統的な暦法では６０年で時が

一回りしたことになります。設立

当初の学院の状況を伝える『中国

に架ける橋』には、当時東京大学

教授として新しい中国語教育、研

究を行うことに情熱を傾けておら

れた倉石武四郎先生が、改革の進

まないアカデミズムのありかたに

業を煮やして自ら組織した中国語

の講習会が、その後のさまざまな

困難のなかで、日中学院に発展し

ていく様子が記録されています。

この本の中で牛島徳治先生は、倉

石先生のこんな言葉を紹介してい

ます。「ここへ学びに来る人たち

は、昼ま働いたり、学校へ行った

りして、そのうえ夜わざわざ勉強

しに来てるのです。教え方がまず

かったり、授業がおもしろくな

かったら、さっさとやめて行きま

す。本当にむずかしい所ですが、そ

れだけにやりがいのある所です。」

これはまた日中学院を支えてきた

多くの教職員の気持でもあると思

います。私たちは、６０年の節目

にあたって教えるということの原

点に立ち返り、これを新しい出発

点としていきたいと思います。こ

れからも皆様のかわらぬご支援を

お願いいたします。

 ２０１１年１月１日

日中学院長　　小池敏明

教職員一同
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2011年の年頭にあたり
日中学院校友会会長　名和　巌郎

　あけましておめでとうございます。日中学

院教職員、学生、校友の皆様にとって2011年

がよい年になりますように心からお祈り申し

上げます。

　日中学院校友会は1986年に誕生しました。

校友会は、会員相互の親睦交流を深めるとと

もに、日中学院を賛助し、日中友好の架け橋

として、中国語及び中国文化等の研究・普及

活動の発展に寄与することを目的とするもの

で、この会の趣旨に賛同し加入した現・旧教

職員及び学生により組織運営されています。

学院生は本科別科を問わず、誰でも加入でき

ます。多くの校友のみなさんの参加を歓迎い

たします。

　つぎに2010年度校友会の活動について、簡

単に報告します。

　合唱クラブ：2010年度にスタートした合唱

クラブ、今年度も定期的 （10月まで土午後、

12月より金17:30-18:20）に八代理事の指揮の

もとで行なっております。文化祭では『野ば

ら』『卒業写真』を歌いました。合唱愛好者

の参加をお待ちしております。

　日本語科留学生との一日交流バスツアー：

2010年 10月２日（土）、「秋の栃木路 歴史散

策」として『佐野名水の里・ココファームワ

イナリー・足利学校を巡る旅』（日本語科学

生 12名校友会 14名参加）を行いました。

　文化祭：『ピースリーディング』（『井上ひ

さし講演および吉里吉里人』より 中国語・日

本語による朗読）は、教職員、本科・別科学

生、校友22名が参加。１階ロビーで例年どお

り模擬店『おにぎり屋さん』を出店。同時に

１階ロビーと202教室で写真展（2010年３月

の校友会主催旅行の際の福建土楼の写真展）

を行いました。また、今年度は江尻理事の農

園の無農薬・無化肥・手づくりの『さつまい

も直売会』（完売）を行ないました。

　今年度は別科同学からご提供いただいた、

掛軸、拓本、剪紙、年画、置物など、文化祭

当日に「文物民芸品展示会」を開催、展示後

希望者に無料で差し上げました。

　講演会：長年福井中国語教室を主催し、

2007年度倉石賞を受賞された長谷川清司氏

による『シニアの挑戦 語学留学』講演会を

2011年２月 26日（土）に行います。

　第16回中国旅行：今回は「山西省平遥古

城・懸空寺・五台山古刹を訪ねる旅」を３月

下旬（2011.3.23～ 3.28）、５泊６日の日程で

行います。今回は、世界遺産の平遥に二連泊

しゆっくり平遥古城の佇まいを楽しんでいた

だきます。さらに懸空寺や五台山の名刹・古

刹を訪ねます。講演会、中国旅行の詳細は別

紙のとおりです。多くの方々の参加をお待ち

しております。

　役員一同、今年も楽しく充実した活動をめ

ざし頑張ります。校友のみなさんと日常的な

交流の場をひとまわり拡げてみたいと考えて

います。みなさんのご支援をお願いいたしま

す。　

　　　　　　　 　　　　　　　2011年元旦



3



4

■寄贈
下記の方より、図書室に寄贈があり
ました。ありがとうございます。
◎清水淳子様より
『中国、なんですかそれは？』
『今日も、北京てなもんや暮らし』
その他、匿名の方々より多数のDVD
を頂きました。
《辺城鳳凰》《魅力張家界》《2046》《七
剣》《上海倫巴》《如果・ 》《 情麻
辣 》《十面埋伏》《愛，断了線》《千
里走単騎》《緑茶》《紅粉世家》《血色
浪漫》ほか　　　　　　　　　以上

■耳目
●『暁』第四号を頂きました。
多摩中国語講習会より、日・中文学
翻訳研究会編集の機関誌『暁』第四
号を贈っていただきました。ありが
とうございました。
今号では、新美南吉・正岡子規・冰心・
白居易等他多数の日中対訳を見るこ
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とができます。ラウンジにおいてあ
りますので、ご自由にご覧ください。
●おめでとうございます
11月13日に張竹翠先生に赤ちゃんが
生まれました！ 体重は3503ｇ。男の
子で、名前は厚青くんというそうで
す。おめでとうございます！

●校友会講演会のお知らせ
○講演会

2011年2月26日（土）16:00～18:00
『シニアの挑戦　語学留学～なぜ厳
寒の地ハルビンを選んだのか？』
講師：長谷川清司氏

1月の日中学院 
六 五 四 三 二 一 日 

１ 

８ 
● 別 科　 公 開 講 座 
　 入 門 13:00 ～ 15:00 

７ 
● 別 科　 公 開 講 座 
　 入 門 18:45 ～ 20:45 
　 基 礎 18:45 ～ 20:45 

６ 
● 学 院 開 門 
　 仕 事 始 め 

５ ４ ３ ２ 
　 

１ ５ 
● 中 国 語 検 定 試 験 
　 受 付 開 始 
　 

１ ４ 
● 本 科　 第 二 次 募 
　 集 受 付 締 切 
● 日 本 語 科 2 年　 
　 国 会 見 学 

１ ３ １ ２ １ １ 
● 全 学 授 業 再 開 
　 別 科 240 期 
　 授 業 開 始 

１ ０ 
● 成 人 の 日 

９ 

２ ２ ２ １ ２ ０ １ ９ 
● 本 科　 第 三 次 
　 募 集 受 付 開 始 

１ ８ 
● 本 科　 第 二 次 
　 入 学 試 験 
　 合 格 発 表 

１ ７ １ ６ 
● 本 科　 第 二 次 
　 入 学 試 験 日 

２ ９ 
● 本 科　 公 開 講 座 

２ ８ ２ ７ ２ ６ ２ ５ ２ ４ 
● 本 科 ・ 日 本 語 科 
　 合 同 弁 論 大 会 

２ ３ 

３ １ ３ ０ 

・ ２ ２ 日…日本語科定期試験（～ ２ ８ 日） 
・ ２ ６ 日…藤堂先生命日 
・ ２ ６ 日…校友会講演 
・ ２ ８ 日…本科・本科研究科　卒業旅行 

・ １ ３ 日…別科　一日集中講座 
・ １ ３ 日…本科第三次入学試験日 
・ １ ９ 日…別科公開講座 
・ ２ １ 日…本科定期試験（～ ２ ６ 日） 

● ２月の日中学院 
・２日…日本語科　春節 パ ー テ ィ 
・３日…本科・日本語科　ス ポ ー ツ 大会 
・ １ １ 日…平常授業日 

○中国旅行
2011年 3月 23日 (水 )～ 28日 (月 )
５泊６日で山西省を訪れます。世
界遺産の平遥では古城内のホテル
に 2泊し、同じく世界遺産の五台
山など訪ねます。魅力あふれる山
西省を満喫するツアーです。
詳しくは、チラシにてご案内してお
ります！皆様のご参加をお待ちして
おります！

■編集後記
あけましておめでとうございます。
日中学院報は今号で第430号となり
ます。内容は時代の変遷と共に変化
していますが、「学院の活動報告と
共に、いろいろな方の言葉を通じて
学院の理念、考え方への理解を広め
る。」という趣旨をふまえ、日中双方
の読者の方に喜んでいただけるよ
う、これからも編集作業に努めてい
きたいと思います。　　　　　（Y）


